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第 1 章

仮想マシンはビジネスの
現実 

 仮想マシン (VM) は、さまざまな重要なビジネス・アプリケー
ションや運用アプリケーションの基盤となるため、IT インフラ
ストラクチャの重要なコンポーネントです。

 仮想化テクノロジーは、普及した当時は一歩先を行くものでした。仮想化によって
置き換えられたのは、ハードウェアリソースを十分に活用するには非効率なことが
多いモノリシックな IT インフラストラクチャだったからです。現在、コンテナ化がス
ケーラビリティと柔軟性を提供しており、企業が長年にわたって投資してきている仮
想化テクノロジーは重要なワークロードを実行する上で引き続き中心的な役割を果
たしています。

VM と関連インフラストラクチャの管理に
関する課題

仮想インフラストラクチャ全体を管理する

ネットワーク：ネットワーク構成を自動化
し、更新を管理し、VM の接続性を確保し 
ます。

ストレージ：プロビジョニング、バックアッ
プ、リカバリープロセスなどのタスクを自動
化することで、データストレージを効率的に
管理します。

IT セキュリティ：個々の VM からより広範な
インフラストラクチャまで、仮想環境のあら
ゆるレイヤーに強力なセキュリティ管理を組
み込みます。

バックアップとリカバリー：障害復旧ワーク
フローを自動化して、重要なアプリケーショ
ンとデータの可用性が中断されるのを回避
します。

 VM と、ストレージ、ネットワーク、その他のリソースなどの関連
インフラストラクチャ・コンポーネントを効果的に管理するのは複
雑になる場合があります。プロビジョニングとデプロイメントから
継続的なメンテナンス、そして最終的な廃止に至るまで、速度、正
確性、一貫性を確保することが重要です。

 新しい VM をプロビジョニングすることを考えてみましょう。管
理者であるあなたは少なくとも、VM の提供に加えて、ストレージ
とネットワーク接続を調整し、あなたに依存している開発チームや
その他の関係者の要求を満たす必要があります。

 デプロイ後は、継続的な Day 2 オペレーション・ライフサイクル
も管理する必要があります。そこでは往々にして、手動プロセスに
苦労することになります。つまり、タスクの完了が遅れたり、変更
の適用に一貫性がなかったり、人的ミスが発生したりといった課
題が生じます。チームが数千、あるいは数万の単位で VM と関連
インフラストラクチャを管理している場合、この課題はより顕著に
なります。適切なツールがなければ、これらの課題によってリソー
スの無駄、パフォーマンスの低下、提供の遅延が発生する可能性
があります。

 これらすべてによって浮き彫りとなるのは、VM の可用性、パ
フォーマンス、および一貫した構成の維持とセキュリティリスクへ
の迅速かつ継続的な対処を実現する、統合および合理化された
管理の必要性です。それと同時に、リソースを最適化し、コストを
管理し、セキュリティリスクを軽減するために、使用されていない 
VM や冗長な VM を迅速に廃止する必要があります。

 VM の管理には、マシン自体の管理だけではなく、接続され
たマルチベンダー・インフラストラクチャの監視も含まれます。
Red Hat® Ansible® Automation Platform は、VM 管理だけでなく、
以下を含む仮想インフラストラクチャ全体の管理を網羅します。
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第 2 章

自動化を使用して複雑
な仮想インフラストラ
クチャを管理する

 自動化は、効率的な仮想インフラストラクチャ管
理において重要な役割を果たします。繰り返しタスク
を手作業で実行すると、エラーが発生する可能性が
高まり、それらのエラーを特定して修正するのに貴重
な時間を費やさなければなりません。

 仮想インフラストラクチャ管理に関連するタスクを自動化する
ことで、大規模な仮想化環境のパフォーマンスを維持し、現在の
ビジネス需要に合わせて VM を迅速に拡張できます。自動化は組
織に以下のメリットをもたらします。

• VM のプロビジョニング時に標準の構成とルールセットを適用
する

• ネットワークやストレージなどの関連インフラストラクチャを管
理する

• マルチベンダー、マルチドメイン環境全体でタスクをオーケスト
レーションする

• 手作業の管理プロセスを自動化されたワークフローに置き換 
える

• 構成をアップデートおよびアプリケーションをインストールする

• VM をより効率的かつ大規模に移行する

• 管理チームと運用チームの効率を高める

 エンドツーエンドの自動化を大規模に導入することで、組織は 
VM をより効率的に構築、デプロイ、管理し、主要なアプリケー
ションとワークロードの需要を満たすことができます。

図 1：Red Hat Ansible Automation Platform を使用して複雑な仮想インフラ
ストラクチャを自動化。

ストレージ

ネットワーク

バックアップ/ 
ユーティリティ

情報技術 
サービス管理

オペレーティングシステム

ハイパーバイザー

エッジ 仮想化 プライベート
クラウド

パブリック
クラウド

https://www.redhat.com/ja/topics/automation/virtual-infrastructure-management
https://www.redhat.com/ja/topics/automation/virtual-infrastructure-management


5

どこから自動化を始めるか 

 どのチームも最初に取り組まなければならない課題は、どこか
ら始めるかということです。自動化の導入に向けて踏み出す前に、
一歩下がって組織全体の VM ライフサイクル全体を観察すること
が重要です。

 VM は単独で存在するわけではなく、ネットワーク、ストレー
ジ、データベース、バックアップシステム、高可用性ソリューショ
ン、監視およびログツールなどを含む大規模なエコシステムの一
部です。

 効果的な VM 管理には、統合された自動化フレームワークを通
じてこれらのコンポーネントを管理する総合的なアプローチが必
要です。これにより、インフラストラクチャのあらゆる側面が最適
化され、独自のビジネスニーズをサポートできるようになります。

VM を自動化する理由 

VM を自動化すると、いくつかの重要なメリットが得ら
れ、組織に役立ちます。

大規模に完了することが多い反復的な手動タスクを 
自動化することで、人的ミスを削減し、精度を向上させ
ます。

VM だけでなく関連するインフラストラクチャも管理す
ることで、完全性が向上します。

マルチドメイン・ワークフローを効率化し、膨大な手動
調整を排除します。

時間を節約し、チームの効率性を向上させて、チームを
イノベーションに振り向けることができます。

変化する状況に自動的に対応し、VM と関連アプリ
ケーションのレジリエンスを向上させます。

VM を新しいプラットフォームに移行する際の複雑さ、
時間、コストを削減します。

アプリケーションをクラウドネイティブのコンテナベー
ス・アーキテクチャに導入し、段階的にリファクタリン
グすることで、アプリケーションのモダナイゼーション
への道筋を確立します。

 また、自動化は組織にとって、より高速で信頼性と拡張性の高
い運用を行うのにも役立ちます。

速度：自動化によってプロセスが加速され、迅速
なプロビジョニングと、インフラストラクチャの変
更やパフォーマンスの問題へのリアルタイムの対
応が可能になります。

一貫性：標準化された自動化により、人的ミスの
リスクが軽減され、ベストプラクティスに従って 
VM を構成および保守できるようになります。

スケーラビリティ：少数の VM を管理する場合で
も、複数のデータセンターにまたがる数千の VM 
を管理する場合でも、自動化はニーズに合わせて
簡単に拡張できます。

 セルフサービス機能によって自動化の価値がさらに高まり、開発
チームは IT 運用に負担をかけずに特定の構成で VM を起動また
は管理できるようになります。イベント駆動型の自動化により、これ
をさらに一歩進めることができます。つまり、事前定義されたアラー
トにシステムが自動的に応答して、ピーク需要時にリソースを拡張
したり、アイドル状態の VM についてチームに通知したり、必要に
応じて VM を自動的に廃止したりするなどが可能になります。
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ケーススタディ：Blue Cross NC が自動化によって効率向上を達成 

1  Red Hat 事例「保険会社が社内の IT 自動化により 7 万時間分の作業を削減」2021 年 5 月 13 日。

大規模な仮想インフラストラクチャの自動化は次の 3 つの主要領域に貢献：

プロビジョニングと Day 1 

標準化された構成に従って新し
い  VM と関連インフラストラク
チャをプロビジョニングし、新し
い VM をセキュリティ監視ツール
に登録するなどのオーケストレー
ション手順を完了し、関連リソー
スへのアクセスを確保します。

Day 2 オペレーション

ヘルスチェック、パッチ適用、バッ
クアップ、継続的なセキュリティリ
スク管理、未使用の VM の廃止
など、運用ライフサイクル全体に
わたって VM および関連インフラ
ストラクチャの継続的な管理タス
クを実行します。

移行

準備ができたら、任意のペースで 
VM を移行し、必要に応じてコン
テナベースのクラウドネイティブ・
アプリケーションへとモダナイズす
るために必要な手順を実行します。

 健康保険会社の Blue Cross and Blue Shield of North Carolina 
は、よりよく、よりシンプルで、より安価に利用できる医療の実現
を目指して取り組んでいます。そのためには、一連の VM を迅速
にプロビジョニングする必要がありました。自動化を使用すること
で、コストのかかる外部マネージドサービスを置き換え、VM プロビ
ジョニングの自動化により 2 年間で作業時間を 7 万時間節約でき
ました。1 この移行により、サービスの応答性が向上し、効率の改善
とプロビジョニング関連コストの削減を達成しました。

わずか 2 年で実現したコスト節約  

85 万米ドル以上  

2 年間で  

7 万時間分の
作業

 Blue Cross NC のテクノロジー・インフラストラクチャ担当ディ
レクター、Bojovic 氏は言います。「複雑で繰り返しの多い数々の
タスクを Ansible Automation Platform で自動化することで、コ
スト効率の高い、一貫性のある効果的な処理を通じて IT がビジ
ネス価値を生み出すことを実証できました。最初の 2 年だけでも 
20 万の Ansible Playbook を実行し、推定 7 万時間分の作業を
削減できました。仮にスタッフの時給が 50-75 米ドルとして計算
すると、膨大なコストを節約したことになります」

の削減を達成

https://www.redhat.com/ja/resources/bcbsnc-case-study
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第 3 章

選択したプラットフォー
ム上で仮想マシンを運用
および管理する 

 ハイブリッドクラウド全体で実行する場合でも、ネットワークエッジで実
行する場合でも、仮想化のニーズに適した環境を選択できることが、運用
のアジリティとレジリエンスを実現するために不可欠です。Red Hat の堅
牢な自動化ソリューションは、Day 0 の計画段階から Day 2 までの VM ラ
イフサイクル管理を自動化および単純化するように設計されています。この
ソリューションを使用して、選択したプラットフォーム上で、必要なプラット
フォームを手に入れることができます。

組織の現状に合わせてデプロイできる柔
軟性でニーズに対応

170 以上  

Ansible Automation Platform サブスクリプションで利
用可能な Ansible コンテンツコレクションの数。サブスク
リプションを通じてサポートも提供されます。

 組織の要件は、業界、ビジネスニーズ、既存のインフラストラク
チャに応じて異なります。

 Ansible Automation Platform は、VM を実行するためにどのプ
ラットフォームを使用しているか (クラウド、オンプレミス、エッジ
のいずれで実行しているかを含む) に関係なく、運用の一貫性を
維持するのに役立ちます。認定コンテンツコレクションは、さまざ
まな仮想化プラットフォームで利用できます。また、Amazon Web 
Services、Microsoft Azure、Google Cloud などの主要なクラウ
ドプロバイダー、ネットワーク、バックアップ、ストレージ、その他
のベンダー・ソリューション向けのコレクションも利用できます。
Ansible Automation Platform サブスクリプションを通じてサポー
トされ、利用できる 170 を超えるコンテンツコレクションを使用
すれば、仮想インフラストラクチャの新しい自動化シナリオを迅
速に開始できます。

組織の現状に合った自動化

 Ansible Automation Platform は、お客様のニーズに合わ
せて、仮想化や関連インフラストラクチャ用に選択したベン
ダーだけでなく、お客様が選択したデプロイメント・プラット
フォームにも対応します。Ansible Automation Platform は、
独自の要件に最適なインフラストラクチャの管理を自動化す
る、柔軟性の高いソリューションです。

https://www.redhat.com/ja/topics/virtualization/what-is-virtualization
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VM がどこにあっても管理可能 

 Ansible Automation Platform は、インフラストラクチャを実行
する場所に関係なく、自信を持って VM を管理するためのツールを 
IT チームに提供します。

プラットフォームの柔軟性向上：エッジに至るまでの全体
で、ハイブリッドクラウド全体のさまざまな環境で一貫し
たプロセスを使用して VM を管理します。

運用の拡張：サブスクリプションに含まれている自動化
コンテンツから始めて、幅広い IT テクノロジーにわたる
自動化を大規模に単純化します。

リスク管理の強化： 単一の共通自動化ソリューションを
使用して、セキュリティ標準を維持し、構成の一貫性を確
保し、脆弱性に積極的に対処します。

イベント駆動型の自動化の採用：Ansible Rulebook を
使用して、パフォーマンスを維持するためにリソースをス
ケーリングしたり、問題を自動的に解決したりするなど、
変更に動的に対応します。
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第 4 章

Red Hat で仮想マシンの
継続的な運用を管理する
 VM の運用ライフサイクルは、デプロイで終了
するわけではありません。

 VM を継続的かつ効果的に管理するには、継続的な監視、メン
テナンス、変化するビジネスニーズへの適応が必要です。リソース
の拡張、システムのパッチ適用、バックアップの管理、インシデン
トへの対応などのタスクは、適切なツールがなければすぐに手に
負えないものになる可能性があります。

 Ansible Automation Platform を使用することで、IT チーム
は、選択したプラットフォームで実行されている VM のライフサイ
クルを自動化、オーケストレーション、最適化できます。

• プロビジョニング
• オーケストレーション
• 移行
• インベントリー 

• ヘルスチェックとドリフト
• アップグレード、ロールバック
• GitOps 

• インシデント対応の自動化
• コンプライアンス
• 最適化
• パッチと更新
• 継続性
• 廃止、廃棄
• ITSM

タスクを自動化して VM のスムーズな実行を維持

 効果的な VM 管理とは、VM 自体からそれが依存するインフラストラクチャに至るまで、エコシステム全体のタスクを自動化すること 
です。

図 2：VM と関連インフラストラクチャ全体のライフサイク
ル管理の自動化ユースケース。

あらゆる IT ドメイン内および IT ドメイン間でのライフサイクル管理

自動化の 
ユースケース
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信頼できる唯一の情報源の適用

 VM 運用のあらゆる側面を自動化する適切なツールにより、Red Hat は次の 4 つの主要領域で組織を支援できます。

インベントリー管理と構成管理1

VM と関連インフラストラクチャのインベントリーを自動
的に収集して更新します。ServiceNow の構成管理デー
タベース (CMDB) などのシステムをリアルタイムデータ
で最新の状態に保ちます。

ヘルスチェックと監視2

自動ヘルスチェックを実行して、VM が実行中およびア
クセス可能であり、適切に動作していることを確認しま
す。サービスの低下を回避するためにリソースをスケール
アップするなど、検出された問題に対応するためにイベ
ント駆動型の自動化を採用します。

バックアップと障害復旧3

バックアッププロセスを自動化して、VM データとアプリ
ケーションを保護します。自動化の成熟度に応じて、事前
定義された条件に基づいてバックアップをスケジュール
またはトリガーできます。

パッチとアップグレード4

VM 上で実行されているオペレーティングシステム、ハ
イパーバイザー、アプリケーションにパッチと更新を適
用します。必要に応じて以前のバージョンにロールバッ
クすることもでき、中断することなく一貫した更新が保
証されます。

 信頼性の高い運用には、反復性が重要です。Red Hat は、
Configuration-As-Code を通じて組織が構成の一貫性を維持で
きるように支援します。Configuration-As-Code は GitHub、また
は構成やその他の仕様に関する信頼できる唯一のリポジトリを介
して利用できます。これにより、必要な構成がすべての VM および
サポート・インフラストラクチャにわたって一貫して実装されるよう
になります。Ansible Playbook と Ansible Rulebook を使用してこ
の信頼できる唯一の情報源を活用すると、構成のドリフトが削減
され、コンプライアンス維持の複雑さが軽減されるため、期待通
りの一貫した運用を維持できます。

VM とインフラストラクチャのセキュリティ
リスクの管理

 セキュリティは継続的な IT 運用の基礎であり、仮想インフラスト
ラクチャも例外ではありません。Red Hat は、次のような重要なセ
キュリティタスクを自動化することで、組織のリスクを軽減します。

セキュリティ標準の更新：最新のセキュリティ標準
を満たすように VM とインフラストラクチャを自動
的に更新します。

不審なアクティビティへの対応：イベント駆動型の
自動化を選択することで、セキュリティインシデン
トを管理者に通知したり、調査できるまで不審なア
クティビティを直ちにシャットダウンしたりします。

脆弱性を修正するためのパッチ適用：既知の脆弱
性に対処するために定期的にシステムにパッチを
適用し、脅威にさらされる可能性を減らします。
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問題や状況の変化に迅速に対応

 プラットフォームの一部として、Event-Driven Ansible は VM 
運用を管理するための柔軟でプロアクティブなアプローチを提
供します。これにより、問題に迅速かつ効果的に対応できます。
Event-Driven Ansible を使用すると、自動応答の条件を選択して、
実行するアクションを設計できます。イベント駆動型の自動化の有
効性を理解するには、VM 管理の一般的なユースケースをいくつか
見てみると役に立ちます。

問題の検出と解決

サービスチケットの統合

セルフサービス・プロビジョニング

未使用のリソースの廃止

Ansible Rulebook により、可観測性および監視ツール
と組み合わせて使用することで、問題を自動的に検出し
て解決するイベント駆動型ワークフローを作成できます。
たとえば、CPU またはメモリの使用量が、設定されたし
きい値を超えると、アラートが送信されます。このアラー
トにより、Ansible Rulebook に基づき、パフォーマンス
を維持するためにリソースがスケールアップされます。

ServiceNow などの IT サービス管理システムと統合して、
サービスチケットを自動的に作成、更新、解決します。こ
れには、解決時間を短縮するためのサービスチケットの
ファクト収集など、自動化されたアクションも含まれる
場合があります。

各チームが必要に応じて VM とリソースをプロビジョ
ニングできるため、IT 運用の負担が軽減されます。イベ
ント駆動型のワークフローにより、それらのアクション
が組織のポリシーに準拠していることが保証され、ポリ
シーに準拠した VM を作成するための手作業が不要に
なります。

自動化を使用して非アクティブな VM を識別し、低コス
トのストレージオプションに移動させるか、すべてをアー
カイブして、運用コストを削減します。

 VM の継続的な運用を管理するには、エコシステム全体に対
応する総合的で自動化されたアプローチが必要です。Ansible 
Automation Platform により、組織はタスクを自動化し、継続性
を維持し、変化に積極的に対応できるようになります。適切なツー
ルは IT チームにとって、手作業を削減し、セキュリティ体制を強化
するのに役立ちます。それらのツールにより、規模を問わずあらゆ
るプラットフォームで最高のパフォーマンスを実現できます。
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第 5 章

任意のペースで移行
する

 Red Hat OpenShift® Virtualization は、組織
が先進的なアプリケーション・プラットフォーム内
で仮想マシン (VM) ワークロードを効率的に管
理および運用できるようにする Red Hat ソリュー
ションです。

 OpenShift の完全統合機能として、コンテナ化されたワーク
ロードと既存の VM が共存して動作できるシームレスな環境を提
供します。この統合的なアプローチにより、企業はモダナイゼー
ションに向けて準備を進めながら現在の業務を最適化できます。

 OpenShift Virtualization は、効率的な VM の管理と移行に必要
なツールを提供します。また、より広範な OpenShift プラットフォー
ムにより、組織は徐々にアプリケーションをモダナイズし、クラウド
ネイティブ・インフラストラクチャを導入することができます。オン
プレミス、クラウド、エッジのいずれで運用する場合でも、Red Hat  
OpenShift は一貫性のある柔軟な運用を可能にするため、多様な 
IT 環境にとって価値のある選択肢となります。

 破壊的革新が進む仮想化市場において、OpenShift の仮想
化機能は魅力的な代替手段となります。Red Hat OpenShift と 
Ansible Automation Platform の高度な自動化機能を組み合わせ
ることで、組織はワークフローを自動化し、複雑な VM 移行を大
規模に単純化し、日常業務を効率化できます。これらのテクノロ
ジーを組み合わせることで、従来の仮想化プラットフォームから移
行するための信頼性の高いパスが提供され、ハイブリッド環境と
モダナイゼーションのためのスケーラブルで堅牢な基盤が確立さ
れます。

適切なツールで容易に移行

 Red Hat に付属の仮想化移行ツールキットを使用すると、VM 
移行プロセスを単純化し、中断を最小限に抑えることができます。
直感的なインタフェースとプロセスで使用する仮想化移行ツール
キットは、Red Hat OpenShift の統合機能として利用でき、限定
的なダウンタイムで移行を評価、計画、実行するためのツールを提
供します。

 Ansible Automation Platform と組み合わせることで、VM の
移行を実行するプロセスを大規模に自動化できます。この移行
ツールキットは、貴社の条件に合わせて移行を進めるのに役立
ち、次のことをサポートします。

• 移行の準備ができている VM と、スムーズな移行のために必要
となる調整作業を特定するのに役立つ、詳細な評価レポートを
生成します。

• Ansible Automation Platform を使用して、大規模な VM グ
ループとその関連インフラストラクチャの移行を効率的に拡張
し、急速に変化する IT 環境の要求に応えます。

• Ansible Automation Platform は、スケーラブルな移行のため
の自動化レイヤーを追加し、現在の環境から先進的なプラット
フォームにワークロードを移行するために必要な時間と労力を
削減します。
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 移行とモダナイゼーションに対する Red Hat のアプローチにより、タイムラインを設定し、次のこと
が可能になります。

IT への既存の投資を維持する  
将来の計画を立てながら、現在の VM とインフラ
ストラクチャを引き続き使用します。ビジネスクリ
ティカルなアプリケーションを運用し、任意のペー
スでリプラットフォームすることで、中断を回避し
ます。

リスクを最小限に抑える  
移行プロセスを大規模に自動化して、正確性と一
貫性を確保し、ダウンタイムと人的ミスを削減しま
す。段階的な移行により、複雑さに徐々に対処で
きるため、組織はリスクにさらされることなくモダ
ナイゼーションの取り組みを継続できます。

コストを制御する  
モダナイゼーションの費用を時間をかけて分散さ
せ、多額の初期コストを回避します。また、自動化
により、チームは反復的な手作業から解放され、
運用上の労力が軽減されるため、コストがかかる
可能性のあるエラーを回避しながら、より価値の
高い取り組みに集中できるようになります。

将来に備える  
VM とコンテナ化されたワークロードの両方をサ
ポートする統合プラットフォームを使用して、モダ
ナイゼーションの基盤を構築します。

 Red Hat の仮想化移行ツールキット、Red Hat Advanced 
Cluster Management for Virtualization、および Ansible 
Automation Platform によって補完される Red Hat OpenShift 
Virtualization により、組織は仮想インフラストラクチャを移行し
ながら、継続的かつ複雑な Day 2 オペレーションタスクを一貫
性、効率性、正確性をもって管理できます。

 これらのソリューションを組み合わせることで、ハイブリッドク
ラウドを成功させるための明確な道筋が提供され、VM を自信
を持って移行し、VM とコンテナをシームレスに管理し、クラウド
ネイティブ・アプリケーションへとモダナイズし、多様な環境にわ
たって可視性と制御を維持できるようになります。

Red Hat ソリューションによる移行とモダナイズ 

 Red Hat は、VM の効率的な管理と移行に役立つ包括的なツールキットを提供します。

移行する必要があるもののインベント
リーを作成する

Red Hat の仮想化移行ツールキットを
使用する 

2

所有している VM と移行する VM を把握します。たとえ
ば、部門別の VM のセットなど、VM グループの詳細を把
握します。その後、部門グループなどの移行の詳細を計
画します。

仮想化移行ツールキットを使用すると、VM を OpenShift 
Virtualization に移行するために必要なすべての詳細を計
画できます。このツールキットを使用すると、移行を開始
する前に VM 構成のチェックを迅速に実行し、移行プロ
セス全体を通じて他の実行中のワークロードの中断を回
避できます。

1
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大規模に移行する 

モダナイゼーションへの道筋

移行後、自動化された VM ライフサイ
クル管理を導入する

3

5

4

通常は、VM の大きなブロックを一度に移行します。
Ansible Automation Platform がそれらの VM を大
規模で迅速に、かつ一貫して移行します。A n s i b l e 
Playbook を使用すると、Red Hat の仮想化移行ツール
キットで検出および定義した設定を使用して、移行を大
規模に行うことができます。

Red Hat OpenShift Virtualization を使用すると、VM 
ベースのアプリケーションとコンテナ化されたアプリ
ケーションの両方を単一のプラットフォームで実行でき
ます。この両輪の機能により、VM とコンテナを一緒に
管理することで運用を単純化する統合管理が実現しま
す。これにより、既存の環境を中断することなく、準備
が整ったときに自分のペースでコンテナベースのワーク
ロードへの移行を準備することもできます。

Ansible Automation Platform は、プロビジョニング、
パッチ適用と更新、バックアップ、構成管理、自動修復、
未使用の VM の廃止など、VM のライフサイクル全体を
自動化します。また、自動化ワークフローを拡張してプ
ロセスを効率化し、上記で詳しく説明したように、それら
のワークフローを使用してネットワーク、ストレージなど、
VM に関連付けられたすべての関連テクノロジーのライフ
サイクル管理を行うこともできます。

 ハイブリッドクラウド、ベアメタル、マルチクラウドなど、最適な
プラットフォームにワークロードをデプロイできるソリューションに
より、どこにでもデプロイし、あらゆる場所をモダナイズできるよ
うになります。

Red Hat サービスとパートナーによる支援

 Red Hat サービスチームは、Ansible Automation Platform 
や Red Hat OpenShift Virtualization などの Red Hat プラッ
トフォームに関して必要な専門知識を提供します。移行評価
サービスを選択すると、移行を迅速に完了することや、ミッショ
ンクリティカルな規模でエンタープライズ全体の自動化を実装
することができ、文化の変革に対する支援を得ることや学習に
よって 1 つまたは複数の分野に関するスキルを開発することも
できます。また、Red Hat の信頼できるパートナーのエコシステ
ムが、業界の専門知識をもたらすと同時に、貴社の環境を深く
理解するのに貢献します。  

https://www.redhat.com/ja/resources/virtualization-migration-assessment-datasheet
https://www.redhat.com/ja/resources/virtualization-migration-assessment-datasheet
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さらに詳しく

現状から始めて、準備
ができたらモダナイズ
する 

 VM 移行、管理、モダナイゼーションに対する Red Hat の柔軟な
アプローチにより、タスクの自動化、リスクの軽減、クラウドネイティ
ブ・テクノロジーへの容易な移行を実現し、独自のペースで適応で
きます。運用の継続性を維持しながら、将来に向けて IT 環境を準
備することができます。Red Hat を活用すれば、モダナイゼーション
は競争ではなく、ニーズに合わせたプロセスになります。

VM 移行の取り組みにおける次のステップ

Red Hat による仮想インフラストラクチャ自動管理の詳
細をご覧ください。

Red Hat Virtualization への移行に関するインタラクティ
ブ・チュートリアルをご利用ください。

Red Hat OpenShift Virtualization の詳細をご確認くだ
さい。

仮想マシンから仮想化プラットフォームまで、仮想インフ
ラストラクチャを自動化する方法を学びましょう。オンデ
マンドで視聴できる Web セミナーにアクセスしてご確認
ください。

Red Hat サービスが提供する OpenShift Virtualization 
の移行評価は、企業の自動化や仮想インフラストラク
チャの移行に役立ちます。その詳細をご確認ください。

https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/virtual-infrastructure-management
https://www.redhat.com/ja/products/interactive-walkthrough/migrate-virtual-machines
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/virtualization
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/virtualization
https://www.redhat.com/ja/events/webinar/day-2-ops-simplify-virtual-machine-and-infrastructure-management-with-automation
https://www.redhat.com/ja/events/webinar/day-2-ops-simplify-virtual-machine-and-infrastructure-management-with-automation
https://www.redhat.com/ja/services
https://www.redhat.com/ja/resources/virtualization-migration-assessment-datasheet
https://www.redhat.com/ja/resources/virtualization-migration-assessment-datasheet

